
 

校名 狭山市立堀兼中学校 

  本校児童会生徒会は、｢さやまっ子の誓い｣を 

 

承認します ・ 承認しません。 

 

本校のいじめ防止に関する実践 

１．「生徒会を考える日」の活用（６月２４日） 

本年度は、集会形式で生徒総会を持つことができなか

ったため、放送を活用して一年間の生徒会活動を考えて

いく時間（生徒会を考える日）を作った。この時間の中で、

今年度の生徒会スローガンである「PLUS ULTRA 限界を超

えろ」を達成するために、いじめゼロを推進していくこと

を生徒会本部から提案し、通年で取り組んでいく活動と

して全校に承認された。（右写真：生徒会を考える日の議案書の一部） 

 

２．「いじめについてのアンケート」の実施 

「埼玉県のいじめゼロ推進月間」に合わせて、１１月中

に生徒会が主体となった「いじめゼロ」のための取り組み

が推進できるように、本部役員会で検討を重ねた。 

 

 

 

 

 

 

本部役員会では、上の３つを原案としてまとめた。話し

合いのベースとなる実態調査をおこなうために、アンケートを作成した。（上写真） 

後日、生徒評議会でいじめゼロ推進のための本部提案が承認され（下写真）、１０月中に 

全校一斉にアンケートを実施した。 

１０月２７日の（放送による）生徒朝 

会では、「いじめゼロ」の集中的な取 

り組みを翌月に全校で行っていくこ 

とを広報した。 

①学級ごとに「いじめゼロ」推進のために真剣

に話し合ってもらう時間を作ろう。 

②学級での話し合いの合意（行動宣言）を全校

で共有する時間を持とう。 

③掲示物を作成し、話し合ったことが風化しな

いように努めよう。 



３．「いじめゼロ」に向けて学級会の実施（１１月４日） 

  アンケートを本部役員が集計・分析し、その結果を２枚の資料にまとめ（下）、全校 

に配布した。集会ができないため、学級会の冒頭に本部役員がこの資料を放送で読み 

上げ、話し合いの意図を伝えることで学級による差がないように工夫した。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 
 

 

 
 

 

 
４．各学級の「いじめゼロ行動宣言」（１１月１６日）と掲示物の作成・広報 

各学級の代表者が、放送による生徒朝会を利用して、学級会での合意を全校に 

発表した（右）。さらに、合意事項を掲示物として 

まとめた（下）。現在、各教室の廊下・生徒会掲示板 

に掲示している。また、生徒会 HP や学校だよりで 

も積極的に活動を広報している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

学級会の様子 

どのクラスもしっかり話

し合いがされていた。 

 


